
　一億総活躍社会の実現に向け、賃金引き上げの恩恵が及
びにくい低所得の高齢者の方に給付金を支給します。
●給付対象者…平成 27 年度臨時福祉給付金の支給対象者
　のうち、平成 28 年度中に 65 歳以上になる方。（平成 27
　年度分の住民税が課税されていない方。ただし、課税者
　の扶養親族の方は除きます。）
●支給額…対象者１人につき３万円（１回限り）
●申請案内…５月９日から順次、支給対象の方へ申請書同
　封の文書を郵送します。必ず、申請書をご持参ください。
●申請受付期間…５月９日～８月９日
●申請場所…案内文書でお知らせします。
問市福祉課　東１階　　（２３）９１１９または
　　　　　　　　　　　（２３）８７０７

　大田原市公平委員会委員の任期満了に伴い、市議会３月定例会で同意を得て、４月１日に次の方が選任されました。
任期は４年です。
▶滝田  稔 氏（再任　佐久山）
問総務課　Ａ２階　　（２３）８７０２

平成27年度の情報公開状況

　大田原市情報公開条例第 19 条の規定に基づき、情報
公開状況を公表します。
　平成 27 年度の情報公開請求件数は、32 件ありました。
　請求先の内訳は、政策推進課３件、農政課３件、商工
観光課６件、教育総務課 10 件、学校教育課３件、総務課、
情報政策課、財政課、市民課、都市計画課、議会事務局、
選挙管理委員会がそれぞれ１件ずつとなっています。
　公開内容は、全部公開 50 件、部分公開 33 件、非公開
６件、不存在 49 件となっています。

（１つの請求で複数の文書を請求することが可能なため、
請求件数と公開件数は一致していません。）
問総務課　Ａ２階
　（２３）１１１１

大田原農業振興地域整備計画の見直しを行います
　農業振興地域整備計画は、農地の有効利用と農業の近代化のための施策を総合的に推進することを目的としており、５
年ごとに実施する基礎調査の結果や経済事情の変化などに基づき見直しを行います。
　市では、平成 23 年度の見直しから 5 年が経過しているため、平成 28 年度に基礎調査を実施し、整備計画の見直
しを行います。
■農用地区域の変更申出書の受付月が変更されます
　見直しを行うにあたり、通常は 3 月、7 月および 11 月に実施している農用地区域の変更申出書の受付を次のとお
り変更します。
○平成 28 年 9 月（7 月・11 月は実施しません。）
※平成 29 年 3 月以降は、通常どおり 3 月、7 月および 11 月に受付となります。
問農政課　文３階　　（２３）８７０８

　全国人権擁護委員連合会では、毎年６月１日を「人権擁護委員の日」と定め、この日を中心として全国的な啓発活
動を展開しており、大田原人権擁護委員協議会でも、特設人権相談所を開設します。
●相談内容…いじめ・体罰・DV、セクハラやストーカー行為など人権に関する内容。
※相談は人権問題に詳しい人権擁護委員が担当しますので、安心してご相談ください。
●日時・場所…生活カレンダーの「人権相談」のとおり。
問総務課　Ａ２階　　（２３）１１１１

人権擁護委員の日
６月１日は

公平委員会委員の選任

厚生労働省　給付金相談専用ダイヤル
　                                  ０５７０（０３７）１９２

低所得の高齢者向け年金生活者等
　支援臨時福祉給付金の支給
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行政相談委員の委嘱 退任された行政相談委員に感謝状
　行政相談委員は、市民の皆さんから出された行政に対
する意見、要望等をお聞きし、関係機関に繋ぎ、問題を
解決する業務等を行っています。
　このたび、次の方が平成 28 年４月１日付で、総務大
臣から行政相談委員に委嘱され
ましたのでお知らせいたします。

●相談委員氏名および担当地区
▶菅谷  正男 氏（大田原地区）

問情報政策課　Ａ２階
  　　（２３）８７００

　平成 28 年３月 31 日をもって行政相談委員を退任さ
れた吉川恵造さん（写真中央）が総務大臣より感謝状を贈
呈されました。同氏は平成７年から 21 年間、行政相談
委員として市民の相談相手となり、行政サービスに対す
る苦情や相談を受け、
問題解決の促進に尽
力されました。

問情報政策課　Ａ２階
  　　（２３）８７００

ジカウイルス感染症（ジカ熱）について

　中南米を中心に、ジカウイルス感染症（ジカ熱）が多数報告されています。
　蚊を媒介して感染する感染症で、比較的症状は軽いですが、妊娠中の女性が感染した場合に、胎児に影響を及ぼす
可能性が示唆されています。
●感染経路…ウイルスを持った蚊に刺されることにより感染します。ネッタイシマカやヒトスジシマカがウイルスを

媒介することが確認されており、ネッタイシマカは日本には常在していませんが、ヒトスジシマカは、日本のほと
んどの地域（秋田県および岩手県以南）でみられます。

　感染したヒトから他のヒトに直接感染するような病気ではありませんが、稀なケースとして、輸血や性行為による
感染が指摘されています。
●症状…ウイルスを持った蚊に刺されてから数日後に、軽度の発熱、発疹、結膜炎、筋肉痛、関節炎、倦怠感、頭痛

などの症状が見られます。
　また、感染して全員が発症するわけではなく、症状がないか、症状が軽いため気づかないこともあります。
※妊婦の感染について：妊娠中の女性がジカウイルスに感染すると、胎児が小頭症になる可能性が示唆されています。

世界保健機構（ＷＨＯ）は、妊婦は流行地域への渡航をすべきでないと勧告しています。
●対策…虫よけスプレーの使用や、長袖・長ズボンの着用のほか、蚊の発生を防ぐため家の周りにあるバケツや空き

缶、植木鉢などにある水たまりをなくすよう心がけましょう。
　また、ジカ熱を疑う症状がある時は、医療機関を受診してください。
※ジカ熱の他にも、デング熱や日本脳炎なども蚊を媒介して感染しますので、合わせて対策をとりましょう。
問健康政策課　東１階　　（２３）８９７５

平成 28年経済センサス―活動調査を実施します
　平成 28 年６月１日現在で、全国すべての事業所・企業を対象に、従業者数などのほか、売上高や費用などの経理
項目を調査します。
●調査の方法…県知事が任命する調査員が直接伺う「調査員による調査」と国が本社など

の傘下の支社分の調査票をまとめて郵送する「本社等一括調査」があります。
●提出方法…調査票を５月末までにお届けしますので、６月１日以降に提出いただくか、

インターネットを使用してオンラインでご回答ください。
●調査結果…調査の結果は、国の各種行政施策をはじめ、地域の産業振興や商店街の活

性化などの地域行政のための基礎資料として利活用されます。
問政策推進課　Ａ２階　　（２３）１９５１
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